
国鉄千葉動力車労働組合
〒260千葉市中央区要因T2番8号(動力車会館)

高 =T I (鉄電) 千葉 2935・2939番

明込

十
一
月
一
八
日
、
一
五
時
か
ら
、

千
葉
県
地
方
労
働
委
員
会
に
お
い
て
、

「
勝
浦
運
転
区
廃
止
差
別
事
件
」
の

第
一
三
回
審
問
が
行
な
わ
れ
、
会
社

側
・
西
野
史
尚
証
人
(
当
時
千
葉

支
社
人
事
課
長
)
に
対
す
る
組
合
側

反
対
尋
問
が
行
な
わ
れ
た
。

西
野
証
人
は
、
千
葉
支
社
人
事
課

長
当
時
、
勝
浦
運
転
区
廃
止
l
鴨
川

運
輸
区
新
設
を
積
極
的
に
推
進
し
、

動
労
千
葉
や
国
労
の
組
織
破
壊
を
率

先
し
た
人
物
だ
。
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稽
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神

rH同
開
膳
白
地

1
・

審
問
は
、
地
労
委
の
傍
聴
席
を
埋

め
つ
く
す
組
合
員
が
各
支
部
か
ら
結

集
す
る
中
で
始
め
ら
れ
た
。

ま
ず
、
西
野
証
人
の
組
合
歴
に
つ

い
て
尋
問
が
行
な
わ
れ
、
八
七
年
二

月
に
結
成
さ
れ
た
鉄
道
労
連
(
現

J
R
総
連
)
の
初
代
書
記
次
長
に
就

任
し
た
時
の
国
労
な
ど
に
対
す
る
西

野
証
人
の
態
度
に
つ
い
て
質
す
と

「
わ
れ
わ
れ
が
属
す
る
組
合
(
鉄
道

労
連
)
の
拡
大
に
つ
と
め
て
い
た
」

と
証
言
し
た
。
「
鉄
道
労
連
の
拡
大
」

と
は
、
国
労
や
動
労
千
葉
の
組
織
破

壊
以
外
に
は
あ
り
得
な
い
。
そ
の
た

め
に
躍
起
に
な
っ
て
い
た
人
物
が
勝

浦
運
転
区
を
廃
止
し
た
と
い
う
こ
と

は
自
体
、
動
労
千
葉
の
組
織
破
壊
以

外
な
い
と
い
う
こ
と
だ
。
こ
の
一
点

を
取
っ
て
み
て
も
本
件
が
不
当
労
働

行
為
で
あ
る
こ
と
は
明
々
白
々
で
あ

る。

踊
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「

回

二

円
J

爪
り
品
仲
凶
」

勝
浦
運
転
区
廃
止
l
鴨
川
運
輸
区

新
設
に
伴
う
運
転
士
の
人
選
に
つ
い

て
西
野
証
人
は
、
①
車
掌
経
験
者
、

②
指
導
操
縦
者
、
③
活
性
化
の
取
り

組
み
に
積
極
的
な
運
転
士
、
の
「
三

つ
の
柱
」
を
上
げ
て
、
こ
れ
が
鴨
川

運
輸
区
へ
の
異
動
の
前
提
で
あ
る
と

し
て
い
た
。

し
か
し
、
車
掌
経
験
者
や
指
導
操

縦
者
に
つ
い
て
は
、
そ
も
そ
も
動
労

千
葉
に
は
一
人
も
い
な
い
の
だ
。
結

局
、
動
労
千
葉
が
当
て
は
ま
ら
な
い

よ
う
な
基
準
を
も
と
に
し
て
い
る
と

い
う
こ
と
だ
。
勝
浦
で
の
指
導
操
縦

者
の
状
祝
に
つ
い
て
も
「
勝
浦
は
調

べ
た
が
分
か
ら
な
い
、
憶
え
て
い
な

い
」
と
肝
心
な
と
こ
ろ
は
逃
げ
て
回

る
始
末
だ
。

し
か
も
、
証
言
で
は
、
こ
の
「
三

つ
の
柱
」
が
前
提
で
あ
る
と
し
な
が

ら
、
実
際
に
は
年
令
や
生
活
環
境
等

を
加
味
し
て
い
る
な
ど
、
必
ず
し
も

「
三
つ
の
柱
」
が
前
提
で
は
な
い
こ

と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
西
野
証
人

の
言
う
基
準
自
体
、
暖
昧
な
も
の
だ

っ
た
こ
と
が
は
っ
き
り
し
て
し
ま
っ

た。需
鼻
岨
町
四
回
目
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情
刷
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品
市
一
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剛
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宙
女
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朴
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九

そ
し
て
、
鴨
川
運
輸
区
へ
の
人
選

の
具
体
的
な
内
容
に
つ
い
て
尋
問
が

行
な
わ
れ
た
。

別
の
あ
ら
ん
限
り
を
尽
く
し
て
き
た

と
い
う
こ
と
だ
。

尋
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行
h
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鴨
川
運
輸
区
へ
の
要
員
関
係
に
つ

い
て
は
、
九
五
年
八
月
二
九
日
に
提

案
が
あ
り
、
そ
の
時
の
交
渉
で
千
葉

支
社
は
、
左
記
の
よ
う
な
回
答
を
行

な
っ
て
い
る
の
だ
。

組
合
東
京
と
の
要
員
調
整
を

行
な
っ
た
の
か
。

当
局
要
員
調
整
は
、
八
月
末

の
要
員
数
が
決
ま
っ
て
か

ら
行
な
っ
た
。

組

合

五

1
六
月
に
J
R
総
連

が
流
し
た
噂
の
者
が
実
際

に
鴨
川
へ
と
転
勤
し
て
い

る
。
五

1
六
月
に
す
で
に

要
員
調
整
を
行
な
っ
て
い

た
の
だ
。

当
局
要
員
規
模
を
提
示
す
る

前
に
は
、
要
員
調
整
を
行

な
っ
て
い
な
い
。

以
上
の
よ
う
に
、
は
っ
き
り
と
「
要

員
調
整
は
行
な
っ
て
い
な
い
」
と
言

明
し
て
い
た
の
だ
。

し
か
し
、
今
回
の
審
問
で
西
野
証

人
は
「
五
月
の
提
案
以
降
、
デ
ー
タ

の
整
理
等
を
始
め
た
」
「
(
東
京
か

ら
の
異
動
の
調
整
は
)
五
名
も
含
め

て
、
希
望
を
確
認
し
た
こ
と
が
あ

る
」
「
私
か
ら
伝
え
た
こ
と
も
あ

る
」
と
証
言
し
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
自
体
、
団
交
で
行
な
っ
た
回

答
が
、
全
く
ウ
ソ
の
回
答
だ
っ
た
と

い
う
こ
と
だ
。
人
事
課
長
と
い
う
責

任
あ
る
立
場
に
あ
る
者
が
、
勝
浦
運

転
区
廃
止
の
た
め
に
は
一
切
に
符
口

令
を
敷
い
て
秘
密
裏
に
進
め
、
団
交

で
は
ウ
ソ
の
回
答
を
さ
せ
て
組
合
差

〒
小
山
司

Z
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活
へ
1
・・

労働運動の新たな潮流めざし全国へはばたこうグ

西
野
証
人
に
対
す
る
証
人
尋
問
は
、

次
回
も
引
き
続
き
行
な
わ
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
。

勝
浦
運
転
区
廃
止
の
不
当
労
働
行

為
性
を
さ
ら
に
暴
き
だ
し
、

J
R
か

ら
不
当
労
働
行
為
を
一
掃
し
て
勝
浦

運
転
区
を
復
活
さ
せ
る
た
め
に
、
傍

聴
に
結
集
し
よ
う
。

葉地労委千ろと」

高
水四き月日と 委別地労止差転廃勝酒運E 

新たな10万人合理化粉砕!!


